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国語科：岩波ブックレット等を活用して、読む力、論理的に書く力を身に付けます。
数学科：授業中に生徒が説明するなどして、根拠に基づいた論理的表現力を身に付けます。
英語科：修学旅行で現地高校生等と英語で質疑応答ができるよう、英語による即興力を育成する。

「与えられた問い」を解決するのではな
く、「自ら学びたい問いを立て、解決を
目指す」のが探究活動です。

社会科：ＮＩＥ、主権者・租税教育など
理 科：各種コンテスト等への参加など

「あららぎ探究プラン」は、
「未来を拓く人」を育てるプログラムです。
様々な活動を通して、自ら探究し、「学
びを創り出せる」高北生を目指します。

➀新入生オリエンテーション ②人間関係づくり ③未来の教室（社会人講師）
④ボランティア活動 ⑤大学オープンキャンパス ⑥インターンシップ
⑦大学訪問 ⑧テーマ研究（テーマ決定）等
(❾高北ナビ ⓫中間ポスターセッション ⓯最終ポスターセッション ⓰最終発表）

⑰テーマ研究（公開ポスターセッション）
⑱小論文研究

⑨高北ナビ ⑩テーマ研究（外部評価Ⅰ）
⑪テーマ研究（中間ポスターセッション） ⑫研究室訪問
⑬海外修学旅行（英語プレゼン・疑応答） ⑭テーマ研究（外部評価Ⅱ）
⑮テーマ研究（最終ポスターセッション） ⑯テーマ研究発表会（代表者会）

《テーマ研究で探究を行うということ》

京都市立堀川高校や茨城県立並木中等教育学校を始め、多くの高校等で探究活動の取組が始

まっています。皆さんが、これからの変化の激しい日本の社会を生き抜くためには、与えられた問

題を解決する力だけでなく、自分から問題を見付け出し（自ら「問い」を立て）解決していく主体的な

問題解決力を身に付けることが求められています。高崎北高校の３年間で、自分の原点（最も興味

のあること）を探り、社会との接点を持ちながら探究することで、自分の原点を将来の職業につなげ

ることを目指します。探究活動を行うことで、あんな人になりたいという気持ちを高める（心に火をつ

ける）ことで、結果的に皆さん一人一人の「未来を拓く」ことにつながると確信しています。

２０１９年度より、新しく「総合的な探究の時間」が始まります。

未来を拓く
校 訓


